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2008年9月期業績概要

08/9期 07/9期

金額
対売上
高比率

前年同期比 金額
対売上
高比率

売 上 高 17,140 － +12.8 15,193 －

売上総利益 8,263 48.2 +16.2 7,113 46.8 

販 管 費 5,625 32.8 +21.1 4,647 30.6 

営 業 利 益 2,637 15.4 +7.0 2,466 16.2 

経 常 利 益 2,780 16.2 +11.2 2,501 16.5 

第2四半期純利益 1,667 9.7 +17.2 1,422 9.4 

(単位：百万円、%)
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項目別対前年同期比較
（単位：百万円）
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+147
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+492
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▲133

+427

07/9期売上 08/9期売上

03年追補

重点品目を中心に売上が着実に伸長

06年追補
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追補品売上高推移
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従来品等

（億円）

新規収載品(21品目)
　アムロジピン錠、アムロジピンOD錠
が順調なスタート

02～05年追補品は着実に伸長
主力品

05年追補(35品目)  ファモスタジンD
04年追補(18品目)  トーワラートCR
03年追補(13品目)  マイバスタン

リポブロック

02年追補(22品目)  ファモスタジン
エルピナン

従来品等

堅調に推移した。

07年追補品(22品目)
　ボグリボースOD錠、レボホリナート注
が伸長。
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(単体)
主要品目の売上推移
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アムロジピン錠・OD錠
アムロジピンOD錠5mg「トーワ」
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08年7～9月

OD錠

錠

億円

アムロジピン錠5mg「トーワ」

• GEは7月初収載
錠は34社
OD錠は東和のみ

• 年間売上計画：
　　7億円（錠＋OD錠）
• OD錠の比率は約60%
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OD錠（口腔内崩壊錠）の製剤設計
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(単体)
売上高詳細（納入先別）

06年度上期

06年度下期

07年度上期

07年度下期

08年度上期

診療所 保険薬局 病院 その他

61.8% 23.6%
10.8%

3.8%

63.0% 23.7%
10.2%

3.0%

57.7% 28.6%

10.2%

3.5%

61.8% 24.8%
10.3%

3.1%

60.9% 26.0%
10.1%

3.0%
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販管費
(単位：百万円)
08/9期
前期比
増　減

人 件 費 2,797 ＋372
(前年同期） (2,425)

研 究 開 発 費 1,044 ＋260
(前年同期） (784)

広 告 宣 伝 費 461 ＋74
(前年同期） (387)

そ の 他 1,322 ＋272
(前年同期） (1,050)

合 計 5,625 ＋978
(前年同期） (4,647)

実績
人件費の増加

新卒・中途者の積極採用の
ため。

研究開発費の増加

前期が一時的に少なかった
ため。今期は計画どおり進
捗中。

その他

営業関連の諸施策費用など
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営業外損益及び特別損益

営業外損益

スワップ評価益142百万円

為替レート

08/3末 ： 99.19円/$
⇒ 08/9末 ： 102.57円/$

特別損益

確定拠出年金制度導入に伴う特別利

益 231百万円。
特別損失として、有価証券評価損201
百万円、大分工場閉鎖に伴う減損損

失91百万円を計上。

(単位：百万円)

08/9期 07/9期
17,140 15,193 

8,263 7,113 
5,625 4,647 
2,637 2,466 

288 214 
スワップ評価益 142  ―

145 179 
スワップ評価損  ― 29 

2,780 2,501 
330 13 

退職給付制度終了益 231  ―
309 177 

有価証券評価損 201  ―
1,667 1,422 

売 上 高

売 上 総 利 益

販 管 費

営 業 利 益

営業外収益

営業外費用

経 常 利 益

第2四半期純利益

特 別 利 益

特 別 損 失
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貸借対照表
(単位：百万円)

08/9末 08/3末 増減額

現金及び預金 1,282 757 +526
売上債権 12,553 12,342 +211
有価証券 386 1,414 ▲1,027
たな卸資産 9,923 9,366 +557
スワップ資産 368 225 +143
その他 1,258 1,073 +185
流動資産合計 25,770 25,177 +593
固定資産合計 20,403 19,889 +514
資産合計 46,174 45,066 +1,108

仕入債務 4,086 4,479 ▲392
その他 4,744 4,559 +186
流動負債合計 8,831 9,038 ▲207
固定負債合計 954 1,090 ▲136
負債合計 9,785 10,128 ▲343
純資産合計 36,388 34,938 +1,451
負債・資本合計 46,174 45,066 +1,108

余資運用の減少。

保険薬局市場における売上
増加や安定供給への対応。

岡山工場の改修などの設
備投資増。
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トピックス

大分工場閉鎖 （2009年1月11日）
環境変化に対応した品質保証体制整備、生産性の向上

を図るため、大分工場の業務を岡山工場等へ移管する。

該当業務は、小包装品の包装及び印刷業務。

大分工場での07年度の生産金額実績は、68百万円。

本第2四半期に減損損失91百万円を計上。
（土地、建物の減損処理及び割増退職金）

医薬情報部新設 （2008年10月1日）

信頼性保証本部内に設置。社内外の医薬情報を収集・

管理し、適正使用等の資料を作成し必要部署に提供す　
　 る部門。
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トピックス

山形工場のリニューアル

現在の山形工場の近隣に山形新工場を建設

山形県上山市の蔵王フロンティア工業団地（上山競馬

場跡地）のほぼ全面積を新工場用地として確保

現在、設計段階

− 経口剤および注射剤の製造設備
− 生産規模：検討中
− 設備投資額：検討中
− 世界に通用する高品質な製品を安定的に供給できる
体制の構築を目指す

2010年春着工、2011年半ば竣工
2012年3月までに操業開始の見込み
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通期見通し

(単位：百万円、%)

09/3期(計画) 08/3期

金額
対売上
高比率

前　 年
同期比 金額

対売上
高比率

売 上 高 35,300 － +12.1 31,495 －

営 業 利 益 5,800 16.4 +9.7 5,285 16.8 

経 常 利 益 6,000 17.0 +16.6 5,146 16.3 

当期純利益 3,750 10.6 +39.3 2,692 8.5 
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＜お問い合わせ先＞

　 東和薬品株式会社 経営企画部

TEL ：　　06-6900-9101
FAX ：　　06-6900-0634

将来予想に関連する記述については、目標や予測に基づいており、確約や
保証を与えるものではありません。予想と異なる結果になることがある点を
認識された上で、ご利用下さい。
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